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No. 01
F A C I L I T Y

P R O F I L E

T h e  T h i r d  P l a c e  o f  L e a r n i n g

もりのひ
第3の学び場

—  家でも学校でもない、もうひとつの学び場

森、海辺、里山——自然の中で感じ、考え、表現する。

小学生から高校生を対象としたフリースクール「もりのひ」は、

2020年10月に「いもいも森の教室」として始まり、

これまでにのべ3,000人以上のこどもたちが参加してきました。



もりのひ 0 2  ／  F a c i l i t y  P r o f i l e

F A C I L I T Y  P R O F I L E  ·  施設の 基本情報

施設概要

名称 もりのひ（フリースクール）

運営法人 一般社団法人 SafeGrove for Children

代表者 代表理事　土屋　敦

法人所在地 〒103-0027　東京都中央区日本橋二丁目16番4号 remix日本橋6階

活動拠点 ① 海辺のアトリエ＠茅ヶ崎

神奈川県茅ヶ崎市

② 藤野の森＠相模原・藤野

神奈川県相模原市・藤野

③ ひだまりの森＠あきる野

東京都あきる野市

④ 本とことば（オンライン）

全国対応のオンラインクラス

開設年数 通算約5年6か月（2026年4月現在）

「いもいも森の教室」として2020年10月に開設。これまでにのべ3,000人以上のこどもたちが参加。2026

年4月に非営利型の一般社団法人 SafeGrove for Children に運営主体を移行し、「もりのひ」と改称し、活

動を継続。

開所日 月曜日・火曜日・木曜日（対面クラス）／日曜日（オンラインクラス）

対面クラスは原則として週3回以上、学校の課業時間内に開所しています。詳細は本パンフレット4〜5ペ

ージのクラス案内をご参照ください。

対象 小学生〜高校生

クラスによって対象年齢が異なります（ひだまりの森・藤野の森・海辺のアトリエは小学生以上、本とこ

とばは小学4年生以上を目安としていますが、対象年齢に満たない場合もご相談に応じています）。

会員区分 通年会員（月謝制）／コース会員（年会費800円）／月1チケット会員　 入会金なし

月謝 本科（全クラスに参加）　月額80,000円

専科 対面クラス（ひだまりの森・海辺のアトリエ・藤野の森）

月1回参加 12,500円 ／ 月3回参加 30,000円 ／ ひだまりの森第4週目を追加＋5,000円

／ 2クラス（月6回参加）で割引 −10,000円

オンラインクラス（本とことば）　月3回コース 18,040円（税込）

※月3回以上のご参加で他クラスに月１回参加できます

※入会から1ヶ月間は月謝の発生なし。参加1回につき3,000円（最大3回）＋年間保険料相当額800円

その他の参加費 コース会員：年会費800円（年間保険料相当額に充当）＋各イベント参加費

日帰り野外プログラム ／宿泊型キャンプは別途案内
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もりのひ 0 3  ／  P h i l o s o p h y

P H I L O S O P H Y  ·  活動理念

もりのひの活動理念

すべての認識は、五感から生まれます。

感覚こそが理解の源泉であり、理性の火種です。

自然を全身で感じるなかで閃いた小さな火種は、

やがて理性の大きな炎となり、私たちを思考の最も深いところまで導いてくれま

す。

自然に触れ、五感で世界を感じながら生きる体験、本やことばと向き合い対話することで育まれる教養が相互に影響し

あうことで、こどもたちは、自分自身のリアルな感覚をよりどころに高い理性と深い思索を体得していきます。

学びのプロセス  —  傷を癒すことから、深い学びへ

特性や人間関係の難しさ、繊細さ、学習障害（LD）などから、深く傷ついた状態でもりのひを訪れるこどもは少なくあり

ません。そうしたこどもにまず必要なのは、無理に机に向かわせることではなく、安心できる環境で「ありのままの自分

でいてよい」という感覚を取り戻すことだと私たちは考えています。

自発的な学びが始まると、こどもたちは驚くほどの広がりを見せます。食を通じて栄養素のはたらきに親しんだり、自然観察

を通じて生物・植物の同定や生態系の理解を深めたり、河原の地形や石ころから地学・鉱物学の世界に踏み込んだり、宿泊

行事で星空を観察し天体への興味を深めたり——。こうした学びは、机上の知識から始まるものではなく、こども自身の五

感と好奇心から立ち上がるものです。

01
心の回復

安心できる環境のなかで、傷つい

た気持ちを癒し、自己肯定感を取

り戻していきます。

02
意欲の芽生え

スタッフや仲間との信頼関係のな

かで、「やってみたい」という気

持ちが自然と生まれます。

03
自発的な学び

興味・関心からスタートする体験

が、結果として幅広い知識や教養

へとつながっていきます。
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もりのひ 0 4  ／  We e k l y  P r o g r a m s  ①

P R O G R A M S  ·  プ ロ グ ラ ム の ご 紹介

クラスのご紹介（1）

もりのひでは、平日3クラス（月・火・木）の野外およびアトリエ型の体験プログラムと、日曜日のオンラインクラス（読

書・執筆）を実施しています。それぞれのクラスは、こどもが自然や暮らしと深く関わる体験を中心に構成されており、

その結果として、多様な領域への興味と理解が広がっていきます。

M O N D A Y  ·  月曜日

ひだまりの森  ＠あきる野
10:30 – 14:30

東京都あきる野市・秋川渓谷エリア

豊かな里山と清流に囲まれたフィールドで活動を行います。プログラムは、焚き火を用いた屋外での食の

体験、川遊びや水泳、池や野原での生き物観察と捕獲、植物や昆虫・きのこの観察と図鑑を用いた同定、

河原の石の観察、季節ごとの自然行事など、多岐にわたります。

一見すると「遊び」のように見える活動の一つひとつが、結果として自然観察・食・暮らし・からだづく

り・ものづくりといった幅広い体験につながっています。集団行動のなかでルールを共有し、年齢の違う

こどもたち同士で助け合う経験は、社会性と自己調整力を育む上でも大きな意義があります。

自然観察 からだづくり 食と暮らし ものづくり 協働・社会性

T U E S D A Y  ·  火曜日

海辺のアトリエ  ＠茅ヶ崎

10:00 – 15:00
神奈川県茅ヶ崎市・湘南海岸エリア

神奈川県茅ヶ崎の海辺に位置するアトリエを拠点に、室内および屋外での創作活動を行います。創作・表

現活動、ものづくり、読書、執筆など、こどもたちがそのときに惹かれる活動を、専門スタッフとともに

じっくりと深めていきます。スタッフには学芸員の資格を持つ者も在籍しており、芸術や文化財に親しむ

ための専門的な視点からの案内も可能です。

食を通じて季節や暮らしと出会い、五感で世界を味わう体験を重ねます。執筆や読書はことばを味わう力

を、ものづくりは手を動かして形にする力をそれぞれ育てていきます。海辺という環境のなかで、季節の

移ろいや自然のリズムを身近に感じながら、感性と知性をともに育みます。

創作・表現 ことば（読書・執筆） 食と暮らし 自然観察 芸術文化
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もりのひ 0 5  ／  We e k l y  P r o g r a m s  ②

P R O G R A M S  ·  プ ロ グ ラ ム の ご 紹介（つ づ き ）

クラスのご紹介（2）

T H U R S D A Y  ·  木曜日

藤野の森  ＠相模原・藤野
10:30 – 14:30

神奈川県相模原市・藤野エリア

神奈川県相模原市・藤野エリアの里山フィールドで活動します。月曜日のひだまりの森と同様の野外体験

プログラムに加え、藤野ならではの里山を活かしたフィールドワーク、地域の自然・文化の観察、伝統的

な暮らしの技術に触れる体験などを行います。

里山での活動は、日本の伝統的な暮らしや自然との共生、生物多様性、持続可能な社会のあり方など、社

会への眼差しやSDGsに直結するテーマを、机上ではなく実地で味わう貴重な機会となります。地域の

方々とのふれあいを通じて、こどもたちは自分たちが暮らす社会の広がりを実感し、自然と人の関わりに

ついて主体的に考える力を育みます。

自然観察 地域・環境 SDGs・環境 暮らし からだづくり

S U N D A Y  ·  日曜日

本とことば  （オンライン）

10:00 – 11:30
オンライン（全国対応）

全国のこどもたちを対象としたオンラインのクラスです。小学生から高校生までを対象に、年齢や学年に

とらわれず、一人ひとりの興味と歩みに応じた読書の伴走、文章を書くことへの伴走、ことばに関する対

話を行っています。

本に親しみ、ことばを味わい、ことばで考える経験はもちろんのこと、自分の考えを整理して言葉にする

経験は、すべての学びの土台となる「思考の力」を育てます。私たちは、こうしたことばに親しむ活動を

組織として継続的に実施することで、もりのひに通うこどもたちの学びを多面的に支えています。

※ 日曜日の開催のため平日の出席扱いとは直接関係しませんが、もりのひの学びの姿勢を象徴するプログラムとしてご紹介

しています。

ことば（読書・執筆） 自分で考える力 表現力 ことばに親しむ場
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もりのひ 0 6  ／  O u t d o o r  C o u r s e

O U T D O O R  C O U R S E  ·  野外体験コ ース

野外体験コース

週ごとのクラス（月・火・木曜日の対面クラス／日曜日のオンラインクラス）に加え、月1〜2回の「いきもの探検隊」と

月1回程度の宿泊型プログラムを実施しています。野外体験コースは、これらのプログラムのなかから参加したいものを選

んで通っていただけるコースです。

2 0 2 6年度上半期  開催プログラム

4/2–3 木〜金
1泊2日

茅ヶ崎柳島キャンプ

茅ヶ崎市・柳島キャンプ場 ／ 参加費 35,200円（税込）

4/26 日
10:30–14:30

いきもの探検隊　春の横沢入編

あきる野市・横沢入 ／ 参加費 12,500円（税込）

5/4–6 月〜水
1泊2日／2泊3日

GWキャンプ in 檜原村

檜原村・北秋川自然休暇村 ／ 参加費 35,200円（1泊2日）／ 53,900円（2泊3日）（税込）

5/23 土
10:30–14:30

いきもの探検隊　大栗川ガサガサ編

多摩市・大栗川 ／ 参加費 12,500円（税込）

6/17 水
14:00–18:00

いきもの探検隊　三浦市・クサフグ観察編
三浦市 ／ 参加費 8,800円（税込）

6/27 土
10:30–14:30

いきもの探検隊　オオムラサキセンター編

山梨県北杜市・オオムラサキセンター ／ 参加費 12,500円（税込）

7/25 土
日帰り

夏の沢歩き
檜原村・南秋川支流 ／ 対象：小学4年生以上 ／ 参加費 16,500円（税込）

7/29–30 水〜木
1泊2日

三浦の美しい海で夏キャンプ
三浦YMCA ／ 対象：小学3年生以上 ／ 参加費 38,500円（小学生）・39,500円（中学生以上）（税込）

8/1·2·8·9 土日
日帰り

数馬の森（全4日程）

檜原村・数馬の森 ／ 対象：小学1年生以上 ／ 参加費 12,500円（税込／1日）

※ 最新の開催スケジュール・お申し込みはホームページ（https://safegrove.org/mori/）にて公開しています。宿泊・日帰りの特別

プログラムは、会員規約に基づき安全管理体制を整備のうえ実施しています。

終了

終了

終了

終了

募集中

募集中

募集中

募集中

募集中

もりのひ  ／  F a c i l i t y  P r o f i l e S a f e G r o v e  f o r  C h i l d r e n  —  N o n - P r o f i t



もりのひ 0 7  ／  A l i g n m e n t  w i t h  N a t i o n a l  G u i d e l i n e s

C O M P L I A N C E  ·  国の 指針と の 整合性

国の指針との整合性

もりのひの活動は、文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」（令和元年10月25日）、こども

家庭庁「こどもの居場所づくりに関する指針」（令和5年12月22日閣議決定）、ならびに「義務教育の段階における

普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律」（教育機会確保法）の趣旨に沿ったものです。

私たちは、こどもにとっての「安心・安全な居場所」であること、自己肯定感を育み「自発的な学び」を支えるこ

と、そして「学校復帰」を前提としつつも、それのみを目的化せず、こども一人ひとりの状況に応じた支援を行うこ

とを大切にしています。

参照している国の指針・通知

通知
文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り方について（通知）」

令和元年10月25日（元文科初第698号）

指針
こども家庭庁「こどもの居場所づくりに関する指針」

令和5年12月22日  閣議決定

法律

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（教育機会確

保法）

平成28年法律第105号

学校との両立  —  もりのひに通うことで、学校にも通えるように

フリースクールというと「学校には行かず、フリースクールに通う」というイメージを持たれがちですが、もりのひに

通うこどもたちのなかには、もりのひに通いながら、ほかの曜日には学校にも通っている子も多くいます。むしろ、も

りのひに通い始めたことで、学校にも行けるようになったというケースが少なくありません。

連休明けの月曜日や、長期休み明けは、こどもの自殺が全国的に増えるタイミングとして知られています。そうした不

安を抱えやすい時期に、自分の存在をまるごと受け入れてくれる場所があること、信頼できる大人や仲間と過ごせる時

間があることは、こどもたちの大きな支えになります。もりのひは、学校の代わりではなく、学校生活そのものを支え

る存在でもありたいと考えています。
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もりのひ 0 8  ／  To g e t h e r  w i t h  P a r e n t s

T O G E T H E R  W I T H  P A R E N T S  ·  保護者の 方と と も に

保護者の方とともに

教育相談体制 C o n s u l t a t i o n

相談方法

こどもにとっての「安心・安全な居場所」であること、

「ありのままの自分でいてよい」という感覚を取り戻

し、自己肯定感を育むこと、そして自発的な学びを支え

ることを大切にしています。こども一人ひとりの心の状

態に寄り添い、ご家庭と連絡を取り合いながら、無理の

ないペースで通うことができるよう配慮しています。

保護者連携 P a r t n e r s h i p

主な連携内容

ご家庭の同意を得たうえで、必要に応じて在籍校との三

者連携を行い、こどもの状況に応じた支援体制を整えま

す。

在籍校との連携・出席扱い対応

出席証明書の発行 原則として毎月発行（月初に前月分をお届け）。学期ごとの発行など、ご希望のサイクルがあればお知ら

せください。

書類フォーマット 東京都「フリースクール等利用者等助成金」の通所状況等報告書のフォーマットに準拠したものを基本

としていますが、独自のフォーマットがある場合、または自治体の補助金制度等で指定のフォーマット

がある場合は、それに合わせて作成いたします。

送付方法 基本は保護者の方を通じて学校にお届けいただく形ですが、ご希望の学校にはメールにPDFファイルを

添付する形で直接担当者にお送りすることも可能です。

連絡・面談 お電話、メール、ビデオ会議などでの直接のやりとりに応じます。こどもの様子の共有や、ご家庭・学

校との三者連携など、必要に応じて柔軟にご相談ください。

個人情報の取り扱

い

当法人のプライバシーポリシーに基づき適切に管理し、第三者への提供は行いません。学校との情報共

有は保護者の同意のもとで行います。

C O N T A C T

お問い合わせ

名称 もりのひ

運営法人 一般社団法人 SafeGrove for Children

所在地 〒103-0027　東京都中央区日本橋二丁目16番4号

remix日本橋6階

W E B

ウェブサイト

もりのひ safegrove.org/mori/

学校関係者向け safegrove.org/mori/school

個別面談（活動拠点／オンライン）●

電話・メール・ビデオ会議でのご相談●

三者面談（ご家庭・学校・もりのひ）にも対応●

LINEを通じた個別相談●

来所時／降所時の当日の様子等の報告●

活動レポート●

個別相談の随時受付●

在籍校との連携●

LINEを通じた個別相談●


